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　 The　purpQse 　of　this　study 　is七〇 rnake 　a　eating　behav正or　questionnaire　and 　to　exε  ine　the　causes 　that

regu 上ate 　ea 廿ng 　behavior，　The 　questionnaire　was 　consisted 　of 　40　items　which 　might 　effect 　the　multiple

modern 　eating 　behavior．　 The　result 　 of　 facむor　 analysis 　gave　4　factors： 1）　overeating ，2）　diet，3）
tendenciQusness　for　perfect　eating　life，4）eating 　With　too　much 　consciousness 　t〔｝t止le　others 、

　Next　factor　scores 　 were 　subjected 　to　analysis 　of 　variance （ANOVA ）to　 examine 　the　effeets 　Qf 　sex ，
eaむ洫g　style，　concern 　for　dieし

，
　experience 　for　diet　and 　BMI ．

　 The 　reslllts 　obtained 冊 re 　as 　follows：

　 1）Factor　scores 　of 　factor　l　to　4　to　women 　were 　hjgher　than　men 、

　2）Factor　scores 　of 　factor　1，2and 　3　tQ　persons　whQ 　concerned 　diet　Qr　experiensed 　diet　were 　higher

than　other 　persons ．

　The 　results 　of 　this　study 　indicated　that　eating　behavior　was 　effected 　by　many 　factors；sex，　concern
fDr　dieむ

7
　experience 　for　diet　and 　so 　on ．
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　 1．緒　　言

　わが 国の食生活は，ラ イ フ ス タ イル の変容に伴い 大

きく様変わ りした ．こ とに 昭和 35 年以 降，高度経済

成長時代を迎 え る と，食生 活 は 充実 した もの が 実行可

能とな り （福場 1988），戦後急速に変貌 した と 言えよ

う．食料消費水準 は 栄養的 に飽和水準 に 達 し，量的 に

も内容的に も変化の テ ン ポが緩や か に な り，成熟 しつ

つ ある．

　こ れ に伴 い
， 消費者の 食焦 活に対す る 関心 も変化す

る傾向にあ る ．大賀 （1988）は，こ の よ うな傾向を以

下 の 三つ の 視点か ら指摘 して い る．健康 ・安全性志向

の 高まり，本物 ・手作 り志向 の 強 ま り， 食料消費に お

け る サ ービ ス 依存傾向の 進展 で ある．こ れ らの 背景に

は，健康志向 ・グ ル メ 志向の他に，女性 の 社会進出，

3 種 の 神器 （洗濯機 ・冷蔵庫 ・TV ＞の 普及に よ る 家

事労働 の 簡便化，外 食産業 の 発展 な どが 考え ら れ る

（肥後 1993；茂木 1996）．食生活の 内容は，円高 ・流

通機構の 開放 に より世界の食品が入手 しやす くなっ た

こ とで
， 多様化 し

，
日本型食生 活 は 解体 し

， 洋風化 し

た．平成 7 年国民栄養調査に よれ ば （厚生省保健医療

局 1997 ；厚生 省保健医療局i建康増進栄養課 1997＞，
エ ネル ギ

ー
摂取 量 に 占め る脂 質エ ネル ギ

ー
の 比率は

2696を超 え，依 然増加傾 向にあ り，成 人病予防の 観

点 か らの 注意の 必要性が示 され て い る．また
， 機械 の

発展や交通 の利便化に よ る運動不足も考えら れ る．

　
一方で

， 現代は 人 に対 して精神的な変化 をもた ら し

た ．例 え ば 添野等 （ユ993）は
，

ス トレ ス の 自覚症状 の

ない 者は ある 者に 比 べ て ，夜食をせ ず，食事 の 量は腹

八分 目 に食 べ て い る と 回答する傾向 に あ る こ とを示 し

て い る．また苫米地等 （1992）は，疲労自覚症状 の ス
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コ ア が高い 場合 に は，何 らか の 食生活上 の 問題がある

と回答する割合が高 くなる こ とを示 して い る．そ の メ

カ ニ ズ ム に着眼す ると，視床下部の 腹内側核 と外側視

床下 野 が食欲の コ ン トロ ール の 重要 な中枢 として 働 い

て い る一方 ， 情動反応は大脳辺縁系で，高次の 精神活

動 は大脳皮質で 営まれ て い る ．大脳辺縁系や大脳皮質

は視床下部と機能的 に密接 に 関連 して お り， 食欲 に影

響 を及ぼ して い る こ と を高田 と 中野 （1990）は 示 して

い る．こ の こ とか ら社会的 に ス トレ ス の 多い 今日 に お

い て は，われわれ の食行動が ス トレ ス に よ り何 らか の

影響を受ける こ とが考え られ る ，

　 こ の 他 に も食生 活 を と りま く問題 に は
， 孤食 （足立

1983）， 女性 の や せ 志向 と ダ イ エ ッ ト （江田 と井美

1995），自然食品志向な どが 挙げられ る ．

　 こ の ような食生活の 問題 は，ア クテ ィ ブ 80ヘ ル ス

プ ラ ンや健康づ くりの ための 食生活指針などの ように ，

栄養学的観点か ら注目されて い る ．そ の
一

部で ある精

神面 に対 して も， 重要性が 問わ れ つ つ ある ように考え

ら れ る．た とえば，ユ985年頃か ら栄養指導に カ ウ ン

セ リ ン グや行動療法が 導入 さ れ る などの新 しい 動 きが

見られた （村尾 1990；豊瀬 ユ993）．

　心 理面 ・精神面 と言 う と，栄養学的観点か ら外れ て

し まうよ うに考えられがちで あ る が，大切 な
一

面 で あ

る と考えられ る．栄養成分 ・臨床栄養 ・調理法 ・食料

経済等等の技量や 知識が栄養学の ハ
ー

ド面 で ある とす

れ ば
， 個人 の 思考や行動 ， 習慣な どす べ て を含め た食

行動が ソ フ ト面 で ある と例 えられ る か ら で ある．「成

人病」が 単なる 身体の 病気で は なく， 食生活の あり方 ・

運動 ・休養等の ラ イフ ス タ イ ル 全般 に よ る もの だ と し

て，「生活習慣病」として 改称された （加藤 1997）こ

と も
， 食生活の ソ フ ト面 の 大切 さを重視 した か らで あ

ろう．

　食行動研究を対象別 に み る と，摂食障害 ・肥満等の

臨床的な研究と，それ以外 の 研究に分 け ら れ る．

　摂食障害の研究は ， その 疾病 の 急増 か ら精神医学的 ・

臨床心理学 的研究が多くされ て きた （青木 1987；馬

場 1981；石 田等 1993；梶 と並木 1986；北村等 1985；

Koshikawa　 et　al．1993；皆川 1987；水島と石井 1984；

野 上 1993
，

1988 ；下坂 1987；下坂 と束原 1993；植

村 1987；牛 島 1987）．肥 満 の 研 究は，成人病予 防や

社 会 の やせ 志向と い う観点か ら さ れ て い る．幼児肥満

と母子関係 の 研究 （長谷川 1993，1994，1995），文化 ・

心理社会的背景と肥満の 研究 （Brown 　1993；Wadden

and 　Stunkard　l993），肥満の 治療に おける行動療法 の

応用 （小林等 1991 ；大隈と坂田 1991 ；大野等 工991；

山内 1991；Wardle・and 　Beales　 1988＞な どで ある．

　また食行動 を ど の よ うに捉 える かに よ っ て ，そ の ア

プ ロ
ー

チ方法に も差が見 られ る．無意識 の 食行動 に注

目した研究で は，基礎心理学を用 い て食行動を研究 し

て きた （Ali　 and 　 Amir　1989； Birch　 et　 at．1982；

Greenfield　et　al，1983；今田 と 山下 1989；RobaUey　et

at，1985；Truscott　et 　al．1977；Logue 工994）．また
，

食行動 の 認知的側面に 着眼 し た研究 （今田 1987 ；

Nisbett　and 　Kanouse　 I969 ；Schachter　 et　 al．1968；

Schachter　1971；Tueria−Olhkainen　1982），社会文化

的 背景か ら捉 え た 研 究 （Birch　1980； Pliner　 and

Chaiken 　1990；Redd 　 and 　 Castro　l992），性格面か ら

食行動を検討する研究 （江上等 1995；原田等 1995）

な ども見ら れ る．

　他方 ， 食行動 を抑制 と関連 づ けて説明する研究が散

見 される，Stunkard　and 　Messick （ユ985）が作成 した

TFEQ （The 　Three ・Factor　Eating　Questionnaire）や

van 　 Strien　 et　 al．（1986）の 作成 した DEBQ （Dutch

Eating　Behavior　Questionnaire）の ような食行動質問

紙の 中に は抑制尺度が 含まれ て い る し
，
Herman 　and

Mack （1975＞は
， 抑制が 食行動に どの よ うに影響す

る か を研究 して い る．Laessle　et　al．（1989）は， 3種

の 食行動 の 抑制尺度を用 い て そ の 質を検討 して い る．

こ こ で 上 述 の TFEQ と DEBQ に つ い て 触 れ る．

TFEQ は当初，食べ る こ と の 抑制 と肥満 の 関係 を測 る

ため に作成 された．抑制 （意識的な制御）・脱抑制 ・

空腹感の 三 つ の次元か ら成 り，摂食障害な どを対象に

臨床的 に用 い られ て きた （水野 1986；野 上 等 1987；

斎藤 1992）．一方 ，
DEBQ は食行動を抑制的摂食 ・情

動的摂食 ・外発的摂食の 三 つ の 次元 で 説明 して い る．

しか しこ の 三 つ の 他 に 社会的摂食 と認知的摂食 を主張

す る研究者もお り （今田 1993），決定的な理論は得ら

れ て い ない ．

　そ こ で ，本研究で は
一
般人を対象とし て食行動に 関

する項目を収集 し，独自に質問紙を作成 し，現代 日本

人 の 食行動に影響を与える要因に つ い て検討する こ と

を目的 とした．

　2．方　　法

　（1） 質 問 紙

　質問紙 の 作成 は
， 項 目を収 集 し， 尺度 を構成す る こ

と か ら行 わ れ た．大学 生 40 名を 対象に
， 文章完成法

形式 に よ り食行動に 関する 22 の 刺激文の 空白を自由
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に埋め させ た．その 後，大学 院学生 の協力を得て
， 収

集 された 912項 目を カ テ ゴ リ
ー分けし， 項 目の 選択 ・

修正を実施 し，
87 項 目の 質問紙 を仮 に 作成 した．二

度 に わ た る 予備調査 を行 い
， 各項目に つ い て 自分の 行

動 にあて は まる か を評定尺度上 に 回答 させ，因子分析

に よ り項 目分析を行っ た （柳井等 1987）．そ の 際の デ

ータ の 処理 と して は，各項目の 平均値 ・標準偏差を求

め，偏 りの あ る項目は除 き，Shapiro−Wilk統計量か ら

正規性 の認め られ な い 項目の有無を確認 した．さ ら に
，

項 目間相互 の ピ ア ソ ン の 相関係数を求 め
， 絶対値が

0、7以上 の 項目は項目内容が類似 して い る とい う理由

で 片方 を 削除 し た．予備調査 1 で は，エ カ マ ッ ク ス 回

転 で 直 交回転 後 ， 斜 交 プ ロ マ ッ ク ス 回転法 ・SMC

（Squared　Multiple　Correlation）渥遊 用 い ，予備調査 2

で は エ カ マ ッ ク ス 回転法 ・SMC 法 を用 い た．ま た
，

因子の解釈および命名は，因子負荷量が 0．4以上 の 項

目を対象と し，各因子の項 目数の バ ラ ン ス も考慮 しな

が ら ， 最終的に 40項 目か ら成 る質問紙を作成 した．

　 また，フ ェ イ ス シー
トにお い て ，食行動に影響を及

ぼ す と考え られ る性 ・ダイエ ッ ト関心 と経験 ・
居住形

態 ・食事形態 ・BMI （Body　Mass　lndex＞・や せ 願望に

っ い て 回答を求め た．なお，BMI に つ い て は ，（ユ）

式 に より，グ ル ープ分けを行 っ た．

　　　　BMI ＝ 体重 （k9）／身長
2

（m ）　　　　 （1）

　20 未満 ：や せ ，20以上 24 未満 ：普通，24 以上

26．4未満 ：過体重，26．4 以上 ：肥満．

　（2） 調査 の 実施

　大 学生 275名 （N 大 学学生 202名，K 大 学学生 29

名，S 大学学生 44 名）に配布 し た うち，有効回答は

239部 （男子 94名，女子 145名，平均年齢 19．53±

1．43歳）で あ っ た ．フ ェ イ ス シー
トか ら得られ た調

査対象に 関する情報 を表 1 に示す．

　調査期間 は 工995年 6月か ら 7 月 で あ っ た．食行動

質問紙に お い て は，各 40項目に つ い て ，自分の行動に

当て はまる か どうか を 7 段階評定尺度上 に 回答させ た．

　デ ータ の処理 と して ，回答に偏 りの ある項 目は 除外

する と い う観点か ら， 各 40 項 目 に つ い て ， 平均値 ・

標準偏差を求め ，平均値が L5 以下 ，
5，5 以上 の 項 目

の 有無を調べ た．そ の 結果，該 当項 目は なか っ た．同

時 に Shapiro−Witk統計量 を求め た と こ ろ，　 O．810〜

0．925 の 範囲に全項目が あ り，正規性に問題は なか っ

た．よっ て ，40 項 目に つ い て 分析 を行 っ た．質問紙

作成時に最適解が得 られた手法 （エ カ マ ッ クス 回転 ，

SMC 法，因子数＝4）を用 い て
， 因子分析 を行 っ た．

表 1。調査対象内訳

頻度　　比率 （％）

別　

男

女

性

94145 39．360
．7

居住形態

　 自　　宅

　 ア パ ート

　まか ない 付下 宿

17459

　 5

73．124

．82
．1

夕食 は だい たい （食事形態〉

　家族 と一
緒　　　　　127

　友 入 と一
緒　　　　　15

　
一

　　人　　　　　　92

54，36

．439

．3

ダ イエ ッ トに つ い て 関心 が

　あ　　る　　　　　 141

　な　　い 　　　　　　97

59，240

．8

ダ イエ ッ トを した こ とが

　あ　　る　 　　　　 102

　な　　い 　　　　　 136

∩
」

19

ρ

ワ
凾

4
匚

」

　

せ

通

重

満

　

　

　

体

M

や

普

過

肥

B

6613614

　2

30．362

．46

．40

．9

　3．結　 　果

　 因子分析 を 行 っ た 結果 ， 第 1 因子が 「過食」，第 2

因子 が 「ダイエ ッ ト」，第 3 因子が 「食生活充実志向」，

第 4 因子が 「食事場 面 で の 他者指向」で あ っ た （表

2）．因子ご と に信頼性係数を求めた とこ ろ ， O．854〜

0．911 の範囲内にあ り，因子 ご との 内的整合性 は高い

こ とが認め られた．次に，各因子 に 対す る 因子得点 を

用い て
，
フ ェ イス シー

トの 要因 ご とに，分散分析を行っ

た．条件 の 効果が有意な項 目 に つ い て は，Tukey 法

に よ る多重比較 を行 っ た （平均値 と標準偏差につ い て

は表 3〜6 に 記す），第 1 因子で は
， 性別 （F （1，218）

＝＝26．29，p 〈 O．O！），ダ イ エ ッ ト関 心 （F （1，217）＝

12．83，p＜ 0．01），ダイエ ッ ト経験 （F（1，
217）；ユ3，60，

p＜ 0．01）で有意差が認め られた．こ の こ とか ら，男

性 よ り女性 の 方が過食をする傾 向に あ り，ダイエ ッ ト

に 関 心 が あ る 人 は な い 人 に 比 べ
，

ま た
，

ダ イ エ ッ ト経

験 の ある入はな い 人 に比 べ て ，過食の傾向が あっ た ．

第 2 因子 で は，性別 （F （1，　218）　＝　36．69，p ＜ O．　01），
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表 2．エ カ マ ッ ク ス 回転後の 因子負荷量

項 　 　目 第 工因子 第 2 因子 第 3 因子 es　4 因子 　共通性

第 1 因子

　過 　 食

Q34Q20Q14Q40Q12Q8Q24Q6

Q35Q39Q33Q7Ql6

ca　2 因子 　 　 QIO
　 ダイエ ッ トQ3
　 　 　 　 　 Qg
　 　 　 　 　 Q36

Q11

Q18Q25

第 3 因子　 　 Q17

　食生 活 充 実 Q30

志向

第 4 因子

Q27Q22Ql5Q31

Q23Q26

Q1

空腹で な くて も，好 きな もの は食べ て しまい ます

私 は食べ 物が 沢 山ある と，つ い 食べ すぎて しまい ます

麟の 前の 食べ 物が ある と
，

つ い 食べ て しまい ます

ゆ ううつ な気分 の と きは，つ い 食べ て しまい ます

私は，好きな もの をつ い 食べ す ぎて しまい ます

む しゃ くしゃ して い る と，食べ 物に は し りが ちで す

淋 しい と，よ く間食 を します

一
緒 に い る 人 が 間食 を して い る と，つ られ て 食べ て しまい が ち

で す

私 は周 りに勧 め られ る と
，

つ い 食べ て しまい ます

私 は ，暴 飲暴食 する こ とが あ ります

私 は，よ くつ まみ 食い をします

食べ た くな くて も，つ きあい だ と食べ て しまい ます

人が私の た め に 料 理 を して くれ た 時 は
， 食べ す ぎて し まい ます

0．7281Q
，72280
．6995Q
．68480
．64480
，63230
．61030

．6Q16

O．60150
．58040

．57850
．54430
．4354

や せ たい の で，カロ リ
ーを考えて 食べ ます 　　　　　　　　　 O．0867

私 は太 らない よ うに，食べ る量 に気をつ けて い ます　　　　　
一

〇，Q216

私 は やせ た い の で
，

ダ イエ ッ トを します 　　　　　　　　　 O．2380

やせ るた め に，食べ た い 量 よ り少 な 目に 食べ る よ うに して い ま

す 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，0872
ダイ エ ッ トの た め にお腹が 減っ て い て も，食事を とらない こ と

が あ ります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0．ll35

体 重 の 増 減 に よ っ て，食べ る量 を決 め て い ます　　　　　　　 0．0856
ダ イ エ ッ トをす る と，不規則 に 食べ が ちで す　　　　　　　　　0，3296

一〇．0256O
．1e440
．04640
．4466 　

− Q．D127

0．1397　　0．1593
0，1577　　0．0827
0．0680　− 0．0072

0．0527　　0．1072
0．4537　　0．0979
0．3553　　0．1541

0，D337　　Q．0518

0，04920
．06770
．06530
．18580

．1287

G．5756G
．56510
，49610

，67100
．43460
．61950
．55700
．3823

0．0915　　0．3156　　0．1037 　　0．4806
0，25D7　

− 0．OO73　　0．0045　　0．3998
0，0971　　0．1247　　0．0641　　0．3637
0，Q783　　0．0736　　0．1918　　0．3446
 ．1641　　0．3697　　0．Ol58　　0．3534

O．76410
，76190
．7581

0．7204

0．68490

，66370
．5274

食 卓 をコ ーデ ィ ネイ トす るの が 好 きで す　 　　 　 　　 　　 　 　
一

〇，0124

私 は 料理 を作 っ て ，人 をもて なす の が好 きで す 　 　 　 　 　 　 　 0．0371

私 は よ く，料理の 本や 料理番組 を見た りします　　　　　　　　0．1692

私 は，栄 養の バ ランス に気 をつ けて 食べ て い ます　　　　　　 0．1005

出来合い の お弁当 を買 うと きも栄養 を考え ます　　　　　　　 0．0926

自分 は食べ な くて も，他の 人 の た め に料理 をす る こ とがあ りま

す　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．0213

肌 に い い もの を食べ る よ うに して い ます　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．1962

食器や 料理器具 を見 た り，食 べ 物 を買 うの に お 店 をぶ らぶ ら し　 0．3280

ます

私 は食べ る こ とに関 す る情 報 を，友人，TV，本な どか ら収集　 0．2136

し ます

Ql3 普 段，食べ 物 につ い て の話をする 方で す

Q5 私は マ ナ
ー

に 気を使い なが ら食事 をし ます

Q37 食事の 時 に他入 に見 られて い る と，気 にな ります

食事場面 で Q38　好 き な人 と食 事を して い る と，周 りが 気 にな ります

の 他 者指 向 Q21　 　 人 に 見 られ て い る と思 うと，食べ 物が 喉 を通 りに く くな り ます

Q29 慣れ ない 場所 で は，周 りを気 に しなが ら食事 しが ちで す

Q28　目上 の 入 との 食事は緊張 します

Q19 独 りで 外食す る 時は，周 りを気に し なが ら食べ が ちで す

Q32 私 は，好 きな人 と食事 をす る と きは，食べ る量 が減 ります

Q4 　緊張す るの で，目上 の 人 とは食事 を しない よ うに して い ます

Q2 私 は 自分の 食べ 方が ，人 に どう思われ るか気に な ります

0，23770
，22030
．19420
，16490
，2290

0．29320
，31090
，2023

0．1725

　0．3979　　0．0822
− 0．Ol26　　0．0454

∩

コ

77

150703010000

O．2526　　D．1398　　0．6746
0．2672　　D．王774　　0．6838
0．2427　　0．1301　　0．7071

O．2407　　0．2447　　0．6443

O．王280　　0．0561　　0．5015

0．3949　　0．1725　　0．6336
0，1S10　　0，2303　　0．4726

0，66220
．64930

．64570
．57820
．535i

0．5336G
．5174G
．5！71

0．4995

0．45650
．4196

5259
員
り

8

88U2011000

O．2242　− O．0770
　e．0533

　0．1101
　Q．U83
− 0．0731

　0．0302

0．05770
，ll940
，13090
，1938

O．1048　− 0，0629

0、0769　　0，3259
0．2772　　0．0780
0．1966　− 0，1975
0．0454 　　0．2839

　0，1012　　0．5054
　 0，0616　　 0．4753
− 0．OO26　　　0．4833
　0．1900　　0．4077
　0，1557　　0，3715

O．oes8　　0．3712
0．2031　　0．4441
0．0720　　0．4211

0．0664　　0．3292

0，0227　　0．3740
092243　　0．2286

O．76470
．75190
．71200
．70060
．62860

．62080
．54400
．38860
．3622

0．60130
．61810
．54160
．58450
．41290

，50960
．39280
．23400
．2148

因子寄 与 5，7832　　4．7851　　4．47〔｝5　　4，0428　19．0815

因子寄 与率 （％） 14．46　　　1！．96　　　11，18　　　10．li　　　47．70

12 （974）
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表 3，要因別の 第 1因子因子得点の 平均値

男女別

表 4．要因別の第 2 因子因子得点の平均値

男女別

男 女 男 女

1＞　 　 　 　 　 　 　 85

M 　 　 　 　 　 　 　
− 0．40

SD　　 　　　 　　O．84

1340

．250

．95 SD

　85
− O．450

．89

1340

．290

．87

ダ イエ ッ ト関心別 ダ イエ ッ ト関心 別

ある ない ある ない

N

躍

sD

880

．190

．96

130
− 0．270

．90 SD

880

．480

．80

130
− O．710

．69

ダイエ ッ ト経験別 ダ イエ ッ ト経験 別

あ る ない あ る ない

MsD

890

．291

．03

129
− O，190

．86

MsD

890

．630
．8ユ

129
− 0，430

．79

BMI 別

ダイエ ッ ト関心 （F （1，217）＝128．12， p 〈 O．Ol）， ダ

イエ ッ ト経験 （F （1，217）＝ ・93．24，p ＜O．01），BMI （F

（3，200）＝ 5．72，pく O．Ol）で 有意差が認め られた．男

性 よ り女性は ダイエ ッ ト的行動の傾向に あり，ダイエ

ッ トに 関心が ある人は ない 人 に比 べ ，また，ダイエ ッ

ト経験 の ある入 は な い 人に比 べ て
， ダイエ ッ ト的行動

をとる傾 向に あ っ た．なお，BMI の 判定で普通 の 人
・

過体重 はや せ の 人 に 比 べ て ，ダイエ ッ ト的行動 をと る

傾 向に あ っ た．第 3 因子 で は，性別 （F （1，218）＝

19，15，p＜ 0．Ol），ダイエ ッ ト関心 （F （1，217）＝21．35，

〆 0，01），
ダ イ エ ッ ト経験 （F （1，217）＝ 11．25，p＜

O．Ol）で有意差 が 認 め ら れ た，男性よ りも女性は食生

活充実志向 に ポジテ ィ ブで あ っ た．ダイエ ッ トに 関心

の ある 人はな い 人よりも，また同様に，ダ イエ ッ ト経

験の ある 人はない 人 に 比べ て，食生活充実志向 の 傾向

に あ っ た．第 4 因 子 で は，姓 別 （F （1，218）＝4．62，p

＜ O．05）， 食事形態 （F （2，213）＝3．23，p ＜ 0．05）で

有意差が認 め られ た ．男性よ り女性は
， 食事場面で他

者を気に す る傾向 に あ り，夕食 は 大抵友人 と す る と答

えた者より，家族 とす る と 回答 した 者 の 方が ， 人目を

気に する傾向 に あ っ た．

　 また，男女別で BMI と因子ご と の 相関を求め た と

こ ろ，予備調査 と同様 の 結果が得られ ， 男女 ともに ダ

イエ ッ ト因子 で ある第 2 因子 で 相関が見 ら れ た （男性

r＝O．408，女性 r；　O．　292）．

や せ 普通 過体重

SD

　 60
− O．421

．Ol

1250

．140

．85

　

01

4
り

00

1
　
　，
　
°

　

01

表 5．要因別 の 第 3 因子 因子得点の 平均値

男女別

男 女

SD

　 85
− O．330

，91

1340

．210

，89

ダイエ ッ ト関 心 別

あ る ない

NMsD 　

30

829QO

　

”

　

00

130
− O．340

．90

ダ イエ ッ ト経 験 別

あ る な い

M

細

890

．250

．95

129
− 0．170

．90
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表 6．要因別の 第 4 因子因子得点の 平均値

男女別

男 女

MsD

　85
− O。170

．93

1340

．110

．94

食事形態別

夕食 は大抵

家 族 と一緒 友人 と一緒

N

〃

跏

U70

．100

．95

　

5

　

【
00

0
　．

7

10

　．

　

　

0

　 4．考　 　察

　（1） 食行動質問紙の 因子構造に つ い て

　本調査で得られ た四つ の 因子 は
， 概略的に 現代人の

食行動の 特徴を示 して い る と考えら れ る，食行動の 目

的 の
一つ に は

，
生 命維持 が 挙 げ ら れ る が 飽 食 ・美食の

時代に移行 し，食行動を生理 的必要に対応 させ るだけ

で は 説 明が 難 しくな っ て きた と考えられ る （泉谷

1985）．食べ 物 の 入手が しや す くな り，多様な食べ 物

が出回っ て い る こ とか ら，空腹以外の情緒的問題を食

べ る こ とで 代償する こ とが容易に で きる 環境 で わ れ わ

れ は生活 して い る と考えられ る （森川 1993）．

　「過食」 の 因子 が 得 られ た よ うに多 くの 人が食べ 過

ぎる こ と を意識 して い る．しか し森川 （1993）に よれ

ば大正年間の 日本人
一

人当た りの 1 日平均摂取エ ネ ル

ギーは，1985年 よ り 200　kcalも高 く，こ の こ とは運

動量の 減少の た め と考え られ て い る ．現代人が や せ 志

向で あ り，食べ 過ぎる こ とを意識 して い る た め に 「過

食」の 因子が得 られた の で はなか ろ うか．

　森岡等 （1993＞は
， 女子大学生 の 食意識 と食行動 の

研究 の 中で ，約 7割 の 者が健康や ダイエ ッ トを気に し

なが らも食事を選 ぶ ときに はお い しさを優先 させ る こ

とを示 して い る ．こ の こ とか らも 「食生活充実志向」

は，グル メ 志向 ・自然食志向など，食へ の 関心 の 高さ

や楽 しみ を食に求め る 近年の 状況を説明する 因子と考

えられ た．

　「ダ イエ ッ ト」は社会文化的 な背景 を受け て い る若

い 女性 の や せ 志向 と して ，「食事場 面 で の 他 者指向」

は他者との 交流 と食の関連性 を説明す る因子 として考

え られた．

　こ れ らの こ とか ら ， 現代 日本人には ， 健康的側面か

らも多様化する食行動をい かに コ ン トロ
ー

ル するか，

とい う課題が残 され て い る と考えられた．

　  　得 られた因子 と諸要因の 関連性に つ い て

　因子得点 を用 い た諸要因 との 分析 に お い て，男性よ

り女性 の 方が，過食傾向に あ り，食生活充実指向に ポ

ジテ ィ ブで あ り，ダイエ ッ ト的行動を し，他者の 目を

気にするとい う結果が得られた．こ の こ とから食行動

は性別 で 異な る と考えられ た．Lolas　and 　Sanfuentes

（1990）は，TFEQ の抑制 ・脱抑制
・
空腹感 の 3次 元

に お い て ，男女間で い か なる有意差も認 め られなか っ

たとい う本研究 に反す る報告を して い る．こ の点に つ

い て は，文化的背景によるの で あろ うか．本報告で は

予備調査 2 の 検定結果 を省略した が
， 各因子 に お ける

男女差は予備調査 2 と同 じ結果で あり，女性は 男性に

比 べ て食べ る こ とへ の 関心が高い と考え ら れ た ．一方 ，

ダ イ エ ッ トに 関心が ある 人
・ダ イ エ ッ ト経験 の あ る 人

は 関心 の な い 人 ・経験 の ない 人 に比 べ て過食ぎみで あ

り，よ りダイエ ッ ト的行動 を し，食生活充実志向に あ

る と考えられた、渡辺等 （工995）の女子学生 に お ける

研究では，類似 の 結果が得 られ て い る．お い しい 店に

関する情報収集因子とダイエ ッ ト因子の 両方に対 して

積極的な者は消極的な者に比べ て
， 食行動に関 して強

い 関心を持 っ て い る傾向が認め られて い る の で ある．

　また
， 本調査 の 調査対象者の 男女比は約 1 ：1．5 で

あ っ たが ，
BMI の 判定 で 普 通 ・過体重 の 人が，や せ

の 人 よ りダイエ ッ ト的行動をとる とい う結果が得 られ

た．森川 （1993）は ダイエ ッ トが若い 女性を中心に支

持を得た の は，愛される こ とへ の貪欲さ をダ イエ ッ ト

ほど具体的に積極的に承認 して くれ る方法は な い か ら

だと述べ て い る．この よ うに ダ イエ ッ トの 背景には社

会文化的に や せ て い る女性が 求め られ る とい うこ とが

考え られ る ．BMI の 判定 で や せ て い て もさ らに や せ

たい
，

とい う病的な場合 もあるが，
一
般的に は，普通 ・

過体重 の 人の 方が ダイエ ッ トを試み る傾向にある と考

えられた．また，や せ と普通 の 人 の 間 で有意差が 見 ら

れた こ とか ら，ダイエ ッ トは特別な こ とで は な く日常

的な行動で あ ると考えられた．

　また，夕食は大抵友人 と一緒と回答 した 人 よ り，家

族と一緒と回答 した人 の 方が他者指向で あ っ た．一
般

的 に
一

人暮 らしの 人 は，
一

人で 食事をす る頻度が 高 く

人 と食事を し た が る 傾向に あ る と考 え られ る．その こ

とか ら本研究に お ける居住形態と第 4 因子 との 関連を

求めたが有意差は認め られなか っ た．こ の こ とは 居住
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形態を取 り巻 くそ の他諸々 の 生活要因が絡んで い るた

め と考えら れ た．食事形態と第 4 因子 につ い て の み検

討す る と
， 人目を気 に す る か ら友人 と 食事を と らない

の か ， 他者 と食事をとる経験が少ない か ら人 目を気に

す るの か，区別 で きなか っ た．しか し食行動質問紙で

得られた
一

因子として食行動と対人関係の 関わ りの 深

さが考え られ た．中村 （1993）は
“

食事は 単な る食欲

を満たすため，栄養 の 摂取 と して の み行 うの で は なく，

食を媒介と して 人 と の コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン を図るため

に一緒に食事をする の で ある．宴会は食をともにする

こ とに よ っ て 心を開 き合うとい う目的 を持 っ て い る．

す なわち会食 とはなんらかの コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を目

的 とした心 理的意味 を持つ もの で ある．
”

と述べ て い

る．こ の こ とか ら も対人関係の複雑化す る 現代に お い

て，さらな る追究が必要である と考え ら れ た ．

　 5．結　 　語

　本研究で は，食行動の構造とそれ に影響を及ぼす要

因とは何か を検討す る こ とを 目 的 と し，独自に質問紙

を作成 した．

　こ の質問紙は，現代の 食行動の特徴を示 して い る と

考え ら れ る 四 つ の 因子 か ら構成され た ．つ まり， 「過

食」は
， 現代 人 の 食 べ 過 ぎる こ とへ の 意識 の 反映 ，

「食生活充実志 向」 は，食へ の 関心 の 高 さや楽 しみ に

よ る効果 ， 「ダ イ エ ッ ト」は，女性 に対す る 社会文化

的 な背景や，若 い 女性 の やせ志向 に よる もの ，「食事

場面で の 他者指向」は，食行動 と対人関係の 関わ りの

深 さを反映 してい る もの と考えられた．

　さらに，こ れ らの 四つ の 因子 と性別，ダイエ ッ ト関

心 ・経験，食事形態 ，
BMI の 要因 との 関連を求め た ．

分析 に よっ て得られた主な結果は，以下 に 示す とお り

で あ る．

　（1） 男性よ り女性の 方が 過食傾 向， 食生活充実志向

にあり，
ダ イエ ッ ト的行動をと り， 食事場面 で他者の

目を気 に しが ちで ある とい う結果が 得ら れ た ．こ の こ

とか ら
， 女性は 男性 に 比べ て

， 食べ る こ と へ の 関心 が

高 い と考えられた．

　（2） ダイエ ッ トに 関心があ っ た り，経験がある人 ほ

ど，過食傾向にあり，食生活充実志向に ある こ とか ら，

食に積極的と考えられた，

　（3） BMI の判定で 普通 の 人 ・
過体重 の 人 は，や せ

の 人 に 比 べ て
，

ダ イエ ッ ト的行動を と る 傾向に あ っ た．

　（4＞ 夕食は大抵友 人とすると答えた者 よ り，家族 と

す る と回答した者の 方が，人目を気 にす る傾 向に あ っ た．

　以上 の こ とか ら，食行動は摂食だけが独立したもの

で は な く，食事形態 や ダイ エ ッ トへ の 関心 ・経験 ，
BMI ，性別などの 要因が影響する こ とが 示唆 された．

また，食行動に は van 　 Strien　 et　 at，（1986）の 作成 し

た DEBQ で 得 られ た，抑制的摂食 ・情 動的摂食 ・外

発的摂食以外の 因子 の 存在が考え られた．つ まり，

「食生活充実志 向」や 「食事場面で の他者指向」は
，

社会文化的要因 と考え られ る．

　本研究に お い て，食行動に諸要因が影響 して い る と

い うこ とが示唆 された こ とで，今後，そ の 要因間の 関

連 や
，

そ の 要因の 食行動に対す る影響 の 強．さに つ い て

検討する 必要が ある もの と考えられた．
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